
2026年2月17日

WG事務局：株式会社ライクス

脱炭素×廃棄物WG



脱炭素×廃棄物WGの活動について（1/20）

WG承認年月 2025年２月

参加団体・個人

※敬称略、50音順（2026年１月現在5名）
 ダイワハウス株式会社
 福島交通観光株式会社
 株式会社福島民報社
 株式会社ライクス
 株式会社ライスレジン

活動経緯（概要）
 2025年９月、第一回WGを実施。
 事務局にて活動内容及び福島県浜通り地域自治体のヒアリングを実施。
 WGメンバーにて計画書をブレスト・作成。
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（2/20）

活動結果

【総括】
 WG活動を通じて、廃棄物に関する企業間のネットワークを構築。
 参加企業に関する技術情報を整理。
【課題】
 廃棄物については、地域の情報・理解が不足しており、ブレストを検討。
 ヒアリング内容を基にWG参加各社の意見を集計し、再検討する必要。
【対応策（案）】
 実証事業については、各社の取組情報を収集し、ブラッシュアップを検討。
 実証事業資料を改訂し、地域の事業者・自治体へ再度提案。

今後の予定

【次年度（2026年度）の目標・方向性・将来像】※事務局案で可
 脱炭素×復興まちづくりプラットフォームやWGの枠組みを活用し、事務局として

は、WGメンバーへの情報提供を継続する。脱炭素分野では、事業者の脱炭素技術
を整理・共有し、廃棄物分野では、地域の環境整備分野に関する課題について、さ
らなる情報収集を実施。

【2030年度の目標・方向性・将来像】※事務局案で可
 脱炭素分野では、今後5年間で地域の廃棄物分野の課題解決策を検討し、脱炭素

効果を試算する。廃棄物分野で脱炭素技術を有する企業間の連携を深化。
 廃棄物分野では、検討した解決策について自治体・事業者へヒアリングを実施し、

マッチングや受け入れ可能性、地域課題との同時解決やコベネフィットの検討結果
を取りまとめる。
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（3/20）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（4/20）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（5/20）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（6/20）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（7/20）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（8/20）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（9/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（10/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（11/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（12/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（13/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（14/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（15/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（16/2０）



17

脱炭素×廃棄物WGの活動について（17/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（18/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（１９/2０）
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脱炭素×廃棄物WGの活動について（2０/2０）
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